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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 27,859 △29.7 1,632 △69.4 1,536 △69.5 1,086 △64.7

21年3月期第3四半期 39,646 ― 5,334 ― 5,046 ― 3,077 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 37.01 ―

21年3月期第3四半期 104.80 104.80

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 38,440 19,248 50.1 655.58
21年3月期 40,393 18,449 45.7 628.35

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  19,248百万円 21年3月期  18,449百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 9.00 ― 9.00 18.00
22年3月期 ― 2.50 ―

22年3月期 
（予想）

2.50 5.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 36,700 △23.6 1,650 △69.5 1,500 △70.6 1,050 △63.0 35.76
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注) 詳細は、5ページ【定性的情報・財務諸表等】4.その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注) 詳細は、5ページ【定性的情報・財務諸表等】4.その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

1. 平成21年10月30日に公表しました連結業績予想は、本資料において修正しております。 
2. 業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数
値と異なる結果となる可能性があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 29,525,000株 21年3月期  29,525,000株

② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  163,554株 21年3月期  163,554株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 29,361,446株 21年3月期第3四半期 29,360,990株
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(参考)

平成22年3月期の個別業績予想(平成21年4月1日～平成22年3月31日)

(注) 個別業績予想数値の当四半期における修正の有無   有

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
1.平成21年10月23日に公表しました個別業績予想は本資料において修正しております。
2.

(%表示は対前期増減率)

百万円 % 百万円 % 百万円 % 円 　銭

当期純利益
1株当たり
当期純利益

売上高 営業利益 経常利益

業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ
り、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。

△ 23.7

%

800 △ 71.8

百万円

通 期 36,500 27.251,500 △ 71.4 1,450 △ 71.5
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1. 連結経営成績に関する定性的情報

２. 連結財政状態に関する定性的情報

八戸／苫小牧航路では、積極的な営業活動に努めた結果、輸送量はトラック・旅客・乗用車
ともに増加しました。
　同部門の連結売上高は66億34百万円となり前年同期に比べて5.3%の減収となりました。

　当第3四半期末における総資産は、前期末に比べ19億53百万円減少し384億40百万円となりま
した。流動資産は営業未収入金の増加などにより4億41百万円増加し111億27百万円となりまし
た。固定資産は減価償却による減少などにより23億94百万円減少し273億13百万円となりまし
た。
　負債は前期末に比べ27億52百万円減少し191億91百万円となりました。流動負債は未払法人税
等の減少などにより4億42百万円減少し75億27百万円となり、固定負債は長期借入金の返済など
により23億10百万円減少し116億64百万円となりました。
　純資産は利益剰余金の増加などにより前期末に比べ7億99百万円増加し192億48百万円となり
ました。

「内航部門」

【定性的情報・財務諸表等】

当第3四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)におけるわが国経済
は、昨年度後半以降の深刻な景気後退局面から、中国をはじめとするアジア地域の回復によ
り、一部緩やかな回復の兆しが見られるようになりましたが、雇用情勢の悪化から個人消費が
引き続き低迷するなど依然先行き不透明な状況が続いております。

海運業界においては、国内外の景気が低調に推移したことに加え、円高の進行による輸出企
業の業績悪化や在庫調整なども影響し、輸送量は総じて前年度に比べ減少する厳しい事業環境
となりました。

こうした状況下、当第3四半期連結累計期間の売上高は278億59百万円となり前年同期に比べ
て29.7%の減収となりました。営業利益は16億32百万円となり前年同期に比べて69.4%の減益、
経常利益は15億36百万円となり69.5%の減益、四半期純利益は10億86百万円となり64.7%の減益
となりました。

事業の部門別業績概況は次の通りです｡

「近海部門」

内航不定期船部門では、粗鋼生産量は第3四半期から回復基調となり鉄鋼副原料輸送量も増加
となりました。内航定期船部門では、関東発着の苫小牧航路を第2四半期より常陸那珂港に集約
し航路の効率化を図りましたが、国内景気低迷の影響を避けられず一般雑貨輸送全体の輸送量
は減少しました。一方で製紙メーカー向け紙輸送専用船は安定した輸送量を確保することがで
きました。
　同部門の連結売上高は116億41百万円となり前年同期に比べて23.1%の減収となりました。

「フェリー部門」

　近海不定期船部門では、市況が低調に推移したことにともない、輸送量、運賃率ともに低下
しました。また近海定期船部門では、鋼材、木材製品等において、それまでの低調な荷動きか
ら第3四半期に入り緩やかな回復の兆しが一部に見られましたが、輸送量は前年同期に比べて減
少しました。
　同部門の連結売上高は、95億21百万円となり前年同期に比べて45.4%の減収となりました。
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３. 連結業績予想に関する定性的情報

平成22年3月期通期連結業績予想の修正(平成21年4月1日～平成22年3月31日)

平成22年3月期通期個別業績予想の修正(平成21年4月1日～平成22年3月31日)

４. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　　該当事項はありません。

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(固定資産の減価償却費の算定方法)

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

(四半期財務諸表の税金費用の計算方法変更)

　第4四半期(平成22年1月1日～平成22年3月31日)の業績見通しについては、内航船の入渠があ
り又、フェリー部門の季節波動および燃料油価格の高止まりなど不透明な要因がありますが、
第3四半期が計画を上回る業績で推移したことから、通期業績予想を下記の通り修正すること
にいたしました。
　なお、第4四半期は円/ドル為替レートを1ドル=90円、燃料油価格はC重油をキロリッター当
たり50,000円と想定しております。

　従来、税金費用については、四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益
に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実
効税率を乗じて計算しておりましたが、第1四半期連結会計期間より年度決算と同様の手法
で計算する方法に変更しております。
　この変更は、世界的な不況による景気後退や経営環境の著しい変化などにより、業績の不
透明感が増してきたことから年度の見積実効税率による方法では、四半期連結会計期間の経
営成績を適切に表示できなくなるものと判断したためであります。従いまして、年度決算と
同様の方法を採用することにより四半期連結会計期間に係る財政状態及び経営成績をより適
切に表示することを目的として行うものであります。
　これにより、従来の方法によった場合に比べ、当第3四半期連結累計期間の法人税等合計

は31,382千円減少し、四半期純利益は同額多く計上されております。

前回発表予想(A)

売上高 35,800 36,500 700 2.0%

増減率

売上高 36,000 36,700 700 1.9%

1,650 200

今回発表予想(B) 増減額(B)-(A)

1,050 100

13.8%

経常利益 1,300 1,500 200 15.4%

営業利益 1,450

10.5%

(単位:百万円)

(単位:百万円)

前回発表予想(A) 今回発表予想(B) 増減額(B)-(A) 増減率

当期純利益 950

15.4%

経常利益 1,250 1,450 200 16.0%

営業利益 1,300 1,500 200

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分し
て算定する方法によっております。

14.3%当期純利益 700 800 100
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5.四半期連結財務諸表 
(1)四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,162,516 696,538

受取手形及び営業未収入金 4,808,071 4,191,387

原材料及び貯蔵品 691,912 490,007

短期貸付金 3,085,000 4,205,000

その他 1,392,702 1,112,903

貸倒引当金 △12,563 △9,753

流動資産合計 11,127,641 10,686,083

固定資産   

有形固定資産   

船舶（純額） 23,484,159 25,924,647

土地 1,178,753 1,178,753

建設仮勘定 840,636 826,364

その他（純額） 656,548 708,923

有形固定資産合計 26,160,098 28,638,689

無形固定資産 114,070 95,847

投資その他の資産 1,038,878 973,164

固定資産合計 27,313,047 29,707,700

資産合計 38,440,688 40,393,784

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 3,242,322 2,606,780

短期借入金 2,965,386 2,848,856

未払法人税等 232,730 1,273,875

賞与引当金 102,992 190,284

役員賞与引当金 33,000 62,000

その他 951,295 988,456

流動負債合計 7,527,726 7,970,252

固定負債   

長期借入金 10,075,744 12,287,109

退職給付引当金 131,564 165,420

役員退職慰労引当金 581,213 621,856

特別修繕引当金 380,069 329,823

その他 495,638 570,158

固定負債合計 11,664,230 13,974,369

負債合計 19,191,957 21,944,621
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,368,650 2,368,650

資本剰余金 1,248,849 1,248,849

利益剰余金 16,253,761 15,504,887

自己株式 △26,948 △26,948

株主資本合計 19,844,311 19,095,437

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 92,498 36,941

繰延ヘッジ損益 △14,206 △9,203

土地再評価差額金 △666,287 △666,287

為替換算調整勘定 △7,584 △7,725

評価・換算差額等合計 △595,579 △646,275

純資産合計 19,248,731 18,449,162

負債純資産合計 38,440,688 40,393,784
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(2)四半期連結損益計算書 
 (第３四半期連結累計期間) 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

売上高 39,646,002 27,859,842

売上原価 31,531,878 23,572,594

売上総利益 8,114,123 4,287,248

販売費及び一般管理費 2,780,113 2,655,220

営業利益 5,334,010 1,632,028

営業外収益   

受取利息 34,232 26,547

受取配当金 27,160 18,000

受取保険金 － 40,411

その他 20,432 4,940

営業外収益合計 81,826 89,898

営業外費用   

支払利息 208,929 174,732

為替差損 157,361 5,880

その他 3,103 4,595

営業外費用合計 369,393 185,208

経常利益 5,046,443 1,536,718

特別利益   

固定資産売却益 － 373,323

貸倒引当金戻入額 8,020 －

特別利益合計 8,020 373,323

特別損失   

投資有価証券評価損 10,263 －

特別損失合計 10,263 －

税金等調整前四半期純利益 5,044,200 1,910,041

法人税等 1,967,135 －

法人税、住民税及び事業税 － 763,468

法人税等調整額 － 60,042

法人税等合計 1,967,135 823,511

四半期純利益 3,077,064 1,086,530
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(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 5,044,200 1,910,041

減価償却費 2,478,540 2,424,715

投資有価証券評価損益（△は益） 10,263 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6,076 12,280

賞与引当金の増減額（△は減少） △82,600 △87,292

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △14,000 △29,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） △62,976 △33,420

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △25,371 △40,643

特別修繕引当金の増減額（△は減少） 94,304 50,245

受取利息及び受取配当金 △61,388 △44,547

支払利息 208,673 174,732

為替差損益（△は益） 52,060 16,797

有形固定資産売却損益（△は益） － △373,323

売上債権の増減額（△は増加） △352,219 △659,695

たな卸資産の増減額（△は増加） 362,705 △199,588

仕入債務の増減額（△は減少） △564,596 686,586

その他 △100,992 △46,685

小計 6,980,525 3,761,203

利息及び配当金の受取額 60,794 45,135

利息の支払額 △213,753 △179,185

法人税等の支払額 △1,902,955 △2,201,114

法人税等の還付額 133,723 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,058,334 1,426,038

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △2,488,567 △98,688

有形固定資産の売却による収入 － 505,668

その他 34,790 △37,880

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,453,776 369,099

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 770,000 －

長期借入金の返済による支出 △2,329,968 △2,094,835

配当金の支払額 △499,606 △337,895

自己株式の処分による収入 390 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,059,184 △2,432,730

現金及び現金同等物に係る換算差額 △56,609 △16,428

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 488,763 △654,021

現金及び現金同等物の期首残高 2,736,199 4,901,538

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,224,962 4,247,516
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(4) 継続企業の前提に関する注記

　　該当事項はありません。

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　　該当事項はありません。
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